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自社に内在するリスクの分析や、BCP の作成に取り組みました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

    
  

 

 

第 42 期経営後継者研修 第一次募集の締め切りは、3 月３１日（水曜）です。 

定員になり次第、募集を締め切ります。ご受講を検討されている方は、お早めにお申し込みください。 

 

◆経営者・後継者のための事業承継セミナーのご案内（4/21（水）東京校・オンライン開催） 

経営後継者研修の受講をご検討されている方のご参加をお待ちしております。オンライン受講も可能とな

っております。 詳細はこちら 
 

 

 
2 月のトピック 

発行：経営後継者研修事務局 

協力：第 41 期生広報委員会 

第 41006 号 2021 年 3 月 19 日 

自社リスクマネジメント分析 

私は生コンの販売会社に勤めているが、自社の BCP(事業継続計画)を調べると、協同組合の BCP を

用いていると知った。協同組合の BCP では、自社の工場が全壊したとしても、組合内の工場から代納

することで、その日に事業継続できる仕組みが成立していた。地域産業である生コン会社らしい BCP

で、非常に頼もしいリスクマネジメントである。私も自社に戻り経営判断をする際、この“地域への貢

献”という視点を決して忘れないようにしたい。 【長門小野田レミコン株式会社 中原一樹】 

自社人的資源管理分析 

企業経営においてどのようなリスクが考えられるか、またリスクへの対策として BCP（事業継続計

画）が存在し、策定を行なっていく上で様々な視点を持つことの大切さを学びました。講義の中で班

ごとに自然災害が起こった場合を想定し、対策を考える演習では、起こりうる状況・事象に対して事

前に対策を立てておくことの重要性を経験することができました。いつでも起こりうる自然災害に関

しては、改めて何が必要か対策を見つめ直す必要があると感じました。                  

【コトブキテクレックス株式会社 松本麟】 

 
INFORMATION 東京校 企業研修課からのお知らせ 

講義の様子 

経営後継者研修だより 

2月の自社分析テーマは「自社リスクマネジメント」です。自社の潜在化、顕在化するリスクに着目し、

発生確率や発生した際の影響度を考察。優先順位をつけながら自社が対応すべきリスクを分析しました。

また、講義内でBCP（事業継続計画）を取り扱い、災害発生時を想定したBCP策定演習を実施しました。

今月は「リスクマネジメント」をテーマに、講義や分析の感想について、広報委員の2名に伺いました。 

 

http://www.smrj.go.jp/institute/tokyo/training/sme/succession/seminer/index.html

